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令和７年度 こども家庭科学研究費補助金  
（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）  

分担研究報告書 

 
父親支援マニュアルを活用した取り組みに関する研究 

 
研究分担者 小崎 恭弘（大阪教育大学健康安全教育系・教授） 
 髙木 悦子（帝京科学大学医療科学部看護学科・教授） 

 
研究要旨  
背景・目的：2024 年度にこれまでの父親支援に関する調査研究の成果を駆使して、我が国にお

ける初の父親支援マニュアルの作成を行った。本マニュアルは、5 章立て（第 1 章「父親支援に

必要な基本事項」第 2 章「父親支援プログラムのポイント」第 3 章「事業構築に向けたアプロー

チ」第 4 章「母子保健・子育て支援事業の見直しとしての研修の実施」第 5 章「具体的な支援策

と実践例」）で全 71 ページからなっている。本研究では、2025 年に完成した父親支援マニュア

ルを活用した父親支援の取り組みを進めるために、父親支援マニュアルの周知やそれらを活用

した研修会やワークショップを行うことを目的とした。 
方法：多くの人に広く発信するために、国立成育医療研究センターのホームページに「自治体向

け父親支援マニュアル【2024 年度】」のサイトを作成し、誰でもダウンロードし入手できる体制

を整えた。当然ではあるが父親支援マニュアルを作成しただけで、父親支援の取り組みが広がる

わけではない。これからはこの父親支援マニュアルの積極的な広報を行い、社会のさまざまなレ

ベルにおいての周知を行なっていく必要がある。内容の精査や、これらを活用した研修の効果測

定、また具体的にそれぞれの自治体において父親支援の取り組みの契機となるかなどを検証し

ていく必要がある。このような状況を踏まえて、今年度はさまざまな父親支援マニュアルの活用

について取り組みを行ってきた。 
結果：父親支援マニュアルの周知に向けて、以下の取り組みを行ってきた。 
1. 父親支援マニュアルを活用した研修会の実施 
 全国の自治体や職能団体などからの依頼に応じて、母子保健関係専門職、保育・子育て支援関

係者に対して、研修会やワークショップを実施してきた。父親支援マニュアル執筆者全体で、10
件程度を実施することができた。 
2. 多様なメディアへの発信やその収集 

国立成育医療研究センターからメディアに対してプレスリリースを行い、さまざまなメディ

アの媒体に取り上げられることとなった。新聞や雑誌など、あるいはそれらの関連オンラインサ

イトなどで取り上げられ一部活発な議論となり、父親支援マニュアルのダウンロード数が増加

した。ダウンロード数は 2025 年 1 月から 3 月末までで 2,643 件、2025 年度は 2,817 件となり、

合計で 5,560 件であった。 
3. 専門職、学術領域における周知の取り組み 

2025 年 12 月 14 日に開催された「第 14 回公衆衛生看護学会」において、父親支援マニュアル

を活用したワークショップを開催した。父親支援マニュアルを活用して「これからの父親支援を

考えよう〜自治体での活用及び教育機関との連携を見据えて〜」30 名程度の参加があり、活発

な議論が交わされた。 
考察：今年度は完成した父親支援マニュアルの具体的な活用を目指した取り組みを行ってきた。

本マニュアルは父親支援の取り組みを推進するための一つのツールであり、今後このツールを
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活用しながら、我が国における父親支援の発展を目指した取り組みを行っていく。また本マニュ

アルの一応の完成はみたが、より良いものへのアップデートも今後検討していく 
 
研究協力者 
阿川 勇太（大阪総合保育大学・講師） 
足立 安正（摂南大学・講師） 
丸山 佳代（明治安田健康開発財団健康増進

支援センター・保健師） 
 
Ａ．研究目的 
 2025 年に完成した父親支援マニュアルを

活用した父親支援の取り組みを進めるため

に、父親支援マニュアルの周知やそれらを活

用した研修会やワークショップを行った。具

体的にはメディアを活用した父親支援マ

ニュアルの周知と広報である。また自治体や

職能団体における、父親支援マニュアルの活

用した取り組みを実施した。その取り組みの

対象となる参加者への調査より、父親支援マ

ニュアルの有効性やそれらを活用した父親

支援の取り組みの効果などについて検証を

行った。 
 
Ｂ．研究方法 
父親支援マニュアルを社会に発信し浸透

させるために、以下の 3 点の取り組みを行っ

た。それぞれの取り組みや研究の方法は以下

に示すとおりである。 
1. 父親支援マニュアルを活用した研修会の

実施 
 これまで研究班メンバーが依頼を受けてき

た父親支援に関する講演会や研修会に際し

て、積極的に父親支援マニュアルの活用につ

いての話題やそれらを取り入れた内容の取

り組みを行った。今年度はメンバー全体で 10
数回の取り組みを行うことができた。また単

に研修を行うだけでなく、それらのプログラ

ムの検討や資料の精査を行った。参加者の研

修の評価や自由記述などを活用し、父親支援

マニュアルのより良い方向性へのアップ

デートなども検討した。 
2. 多様なメディアへの発信やその収集 

父親支援マニュアルを広く社会に周知す

るために、さまざまな多様なメディアにおい

て発信などの取り組みを行った。国立成育医

療研究センターからメディアに対するプレ

スリリースを行った。（図 3）同時にホーム

ページから誰でもが父親支援マニュアルの

ダウンロードができるように環境を整えた。

またこれらの取り組みが、どのように展開さ

れ認識されたなどかについて検証を行った。 
 
3.専門職、学術領域における周知の取り組み  
 父親支援マニュアルはその活用をする中

心的な対象を、市民生活に最も近い基礎自治

体の母子保健領域の専門職員を想定して作

成された。そのために専門職への発信や周知

が非常に重要であると考えた。そこで専門職、

学術関係への発信として、2025年12月14日に

開催された「第14回公衆衛生看護学会」にお

いて、父親支援マニュアルを活用したワーク

ショップを開催した。父親支援マニュアルを

活用して「これからの父親支援を考えよう〜

自治体での活用及び教育機関との連携を見

据えて〜」というテーマで実施を予定した。

このプログラムの実施に向けて、研究チーム

内で検討を行い、準備を進め実施を行った。

（図4） 
 
（倫理面への配慮） 
本研究のうち、研修会やワークショップで

自治体担当者などから収集した情報につい

ては、その実施に先立ち、国立成育医療研究

センター倫理審査委員会の承認を得て実施

された（課題番号：2023-290）。その他、Web
上の情報の収集は個人情報を含まないため

倫理的な配慮は要しない。 
 
 
 
Ｃ．研究結果    
1.父親支援マニュアルを活用した研修会の

実施 
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  表 1 は「2025 年父親支援関係講習会等一

覧」である。主に父親支援に関して行った

研修会やワークショップの取り組みをまと

めた。これらの取り組みから見られた特徴

を以下に述べる。 
【主催について】 
・自治体等行政が主体となっているものが

見られた。これは父親支援マニュアルが、そ

の対象を基礎自治体における母子保健領域

の専門職を想定していることに起因する。し

かし同じ行政であっても都道府県の広域行

政や、母子保健部署ではなく保育担当部署や

生涯学習部署が主催となっている場合も見

られた。また行政のみならず、子育て支援団

体や、保育関連団体なども主催として名を連

ねている。 
・母子保健関係者対象のものと子育て支援

関係者対象のもの、その両方が見られる。ま

た参加者においても、母子保健領域主催のも

のであっても、子育て支援関係者の参加や、

また反対の場合も見られた。 
【内容について】 
・基本的には母子保健、子育て支援の支援者

向けの研修会での開催が多い。 
・テーマとして当然ながら「父親」を支援の

対象としたものであるが、父親支援の現場の

理解を求めるものと、積極的に父親支援の具

体的な取り組みや方法を求めるものに二分

することができた。 
・実施の方法は対面やオンラインと多様な

取り組みの方法が検討されている。また一部

ではあるが、オンラインなどの撮影を行い、

後日動画研修としての配信を行っていると

ころもあった。 
  
 図 1 は、5 月に実施した「埼玉県社会教育・

家庭教育支援主催 埼玉県家庭教育アドバ

イザー研修会」において、テーマ「多様化す

る社会で必要な父親支援」にて参加いただい

た 150 名からの自由記述アンケートの結果

を、テキストマイニングとしてまとめたもの

である。図 2 はそれらの自由記述の内容につ

いてAI（テキストマイニングによるChatGPT）

を活用して、まとめたものである。 
 全体的に肯定的な意見や感想が多く見ら

れるのがわかる。本研修会は、子育て支援関

係者が対象であり母子保健領域とは異なる

ものであるが、特に動詞（赤色）の単語が「関

わる、育てる、感じる、育つ、学ぶ、増える、

笑う」など、講演者が父親支援において大切

にしている内容のキーワードが多く見られ、

研修会の意義や伝えたいメッセージとの整

合性が見てとれた。そしてまとめの部分に表

出されている 5 つの項目（「1.父親の育児参

加の重要性」、「2.社会の変化と意識改革」、「3.
育児支援の必要性」、「4.多様性の尊重」、「5.
未来への希望」）は、父親支援に取り組む場

合の重要な視点であると考える。 
 父親支援を大きく子育て支援の発展と位

置付けた場合、その関係性が意識されており、

また現場の父親の置かれている環境の理解

からこれからの未来思考の視点が含まれて

おり、父親支援がこれからの子育て支援にお

ける変革の一つの兆しであることが確認さ

れた。また社会全体の変化を踏まえた上で

「父親の育児」を多様性の文脈で捉えられて

いることは、ダイバーシティが求められてい

る現代社会、そしてその変化が子育ての場に

まで波及していることの一つの証左である

と考える。 
 
2.多様なメディアへの発信やその収集 
 国立成育医療研究センターからのメディ

アに対するプレスリリース以降、さまざまな

媒体で父親支援マニュアルについての報道

や取り組みの紹介がなされた。新聞、雑誌、

テレビ、インターネットの主要メディアでの

発信があった。またその他の SNS や個人の

ブログなどにおいても、注目を浴び多くの市

民の目に触れ、関心を持たれることになった。

マニュアルのダウンロード数は 2025 年 1 月

から 3月末までで 2,643件、2025年度は 2,817
件となり、公表後からの合計で 5,560 件で

あった。 
 その一つの証左として、インターネット関
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連サイトの代表的なものをまとめた。表 2「父

親支援マニュアル掲載一覧表」である。イン

ターネット上には、さまざまな形で「父親支

援マニュアル」についての記載や感想が存在

している。個人的なものであったり、記載内

容が正確でなかったりするものも当然多く

存在している。そのような状況を踏まえて、

今回の記載しているものは、基本的に企業や

職能団体、また明確な意図を持ってサイトの

運営を行なっており現段階で確認できるも

のを一覧とした。これらの特徴について述べ

る。 
【媒体】 
・基本的に新聞社が配信しているネット

ニュースサイトの記載が多く見られた。確認

できたものの上位だけの記載であるが、これ

以外においても多く見られる。また現在は閲

覧ができないものであっても、当時はより多

くのニュースサイトでの掲載があった。これ

らが記事として採択されることは、それだけ

ニュースバリューとして父親支援マニュア

ルが社会的に印象深いものであったと言え

る。 
・またそれ以外では、母子保健や医療などに

関するサイトでの掲載、また子育ての雑誌の

記事掲載などが見られた。社会的な関心もさ

ることながら、直接父親支援に関わる、母子

保健や医療、子育てなどの関心があることが

わかる。 
【内容】 
・掲載の内容は、大きく二つの方向性が見ら

れた。一つは「父親支援マニュアル」自体に

対する着目である。それも「初の手引き」な

どが見られるように、我が国における初めて

の取り組みであるという点が、大きく捉えら

れていた。ニュースのバリューとして、初め

てのものであったり、社会の変革にいち早く

対応するものを取り扱う傾向にあり、まさに

父親支援マニュアルがその点に合致してい

る。そしてもう一つは見出しに多く見られる

ように「父親の産後うつ」というキーワード

への高い関心である。こちらもこれまで「産

後うつ」という言葉自体が女性特有のもので

あり、その対応や防止に対して女性のみの視

点でしか語られていなかったこれまでの常

識を覆したことが社会の耳目を集めた。 
・また一部ではあるが「男性の産後うつ」に

関して、否定的な意見や疑問を呈するような

扱いも見られた。これらはこれまでの社会に

存在しない、新しい価値の創造に対するアン

チテーゼである。もちろんこれは学術的な

データに基づく研究結果や内容であり、研究

として何ら問題はない。しかし一方でこれま

での母子保健領域や女性特有の課題として

捉えられていた「産後うつ」に対する、突然

の価値観の変革に対する過度な反応であっ

たように考える。このような賛否が分かれる

ような世論も含めて、研究の中から新しい知

見や、それに基づく取り組みの創造がより一

層重要であると考える。 
 
3.専門職、学術領域における周知の取り組み  
 「第14回公衆衛生看護学会」において、父

親支援マニュアルを活用したワークショッ

プを開催した。父親支援マニュアルを活用し

て「これからの父親支援を考えよう〜自治体

での活用及び教育機関との連携を見据えて

〜」というテーマを設定した。以下は、当日

の企画内容また当日の実施プログラムの内

容である。 
◯WS企画書（【趣旨】【内容】） 
【テーマ】父親支援マニュアルを活用して、

これからの父親支援を考えよう 
〜自治体での活用及び教育機関との連携を

見据えて〜 
【趣旨】 
 わが国において父親の育児参画が推進さ

れ、父親が育児をする姿も確かに増えてきた。

その中で、妊娠期から子育て期までの切れ目

ない支援を提供する仕組みの全国展開が進

められ、その支援の対象に父親も含められた。

しかし、自治体は父親支援の必要性を認めて

いるが、その普及・実装が課題とされている。

このような状況の中で、こども家庭科学研究
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費助成を受けた当研究班では、父親への育児

支援に特化したエビデンスを積み重ねつつ、

自治体での支援体制やニーズを調査し、「父

親支援マニュアル」を作成した。実際に活用

いただいている自治体からの問い合わせが

増加するに伴い、より広く父親支援マニュア

ルと活用した自治体での父親支援の展開に

繋げていくために、本マニュアルに関する理

解や議論を推進していく必要がある。 
本ワークショップでは、本年発表した父親

支援マニュアルについて解説し、それらを活

用しながら自治体でどのような支援を実施

していくことができるのかを事例を交えな

がら考える機会としたい。また、父親支援を

含めた事業評価等での教育機関との連携に

ついても議論できる機会としたい。 
 
【開催日時】 
12月14日（日）14：30〜15：50（ワークショッ

プC-7＠本館３F第3研修室＜C会場＞） 
 
【内容】全体で80分（準備片付け含む：前後

5分） 
本ワークショップでは、以下の内容でこども

家庭科研の父親支援研究班で作成した「父親

支援マニュアル」の解説と、それを活用して

どのような父親支援ができそうかを考える。 
1.「父親支援マニュアル」の内容の説明及び

活用事例（20分） 
 ワークショップの目的・内容（5分：阿川） 
 「父親支援マニュアル」の全体像と第1・

2章の説明（5分：阿川） 
 第3・4章の説明（5分：足立） 
 第5章の説明（5分：丸山） 
2. 自治体における父親支援の検討〜今まで

とこれから〜（30分）全員でファシリテート 
 進め方の説明（5分：阿川） 
＊ グループごとに検討する母子保健関連事

業〔母子健康手帳交付・両親学級・乳児家

庭全戸訪問・乳幼児健診・乳児相談など〕 
 ワークシートの説明（5分：足立） 
＊ 保健事業を振り返り、その事業内にどう

すれば父親支援を盛り込めるのかを考え

るワークシートを作成し、そのシートの

紹介と説明を行う。研究者（教員）につい

ても、現行の母子保健事業の乳幼児健診

や家庭訪問等を想定し記入する。 
 ワークシートの記入（5分） 
 自己紹介（氏名、所属、職種、誕生日：ファ

シリとワールドカフェで残る人を決定）

（5分） 
 グループ内での共有（15分） 
 各メンバーがグループ内で発表し、ワー

ルドカフェで残る人は発表・説明できる

よう簡単なメモ・記録をとっておく。 
3. 全体共有〔ワールドカフェ〕（10分）全員 
 全体への説明（阿川） 
 1名をグループに残して、他のメンバーは

移動（1分） 
 各グループ内で発表・説明（3分） 
 1名をグループに残して、他のメンバーは

移動（1分） 
 元のグループ内に戻って報告・共有（4分） 
4. まとめ（5分：阿川）  
 
【設定】 
グループ検討の後、ワールドカフェ形式で共

有するため、予め実践者（保健師・助産師・

保育士等）と研究者（教員）の混成グループ

になるよう座席配置を工夫する。 
 当日は30数名の参加を得て、全国のさまざ

まな父親支援の取り組みについて報告や実

践事例の話があった。また父親支援の取り組

みの難しさや父親へのアプローチの工夫な

どの話もあり、大変有意義な会となった。当

日使用した資料とワークシートを添付して

おく。（図4） 
 
Ｄ．考察 
 父親支援マニュアルの完成後の対応とし

て、社会的な発信による周知と、より実践的

で試行的な活用の取り組みを行ってきた。こ

れらの取り組みを行った結果から、以下の 3
点について検討が必要であると考える。 
1. 父親支援マニュアルの実践的活用の取り

組みの検討 



 38 

完成を見た父親支援マニュアルであるが、

今年度さまざまな研修やワークショップで

の活用を行ってきた。そしてそこでの活用に

ついてある程度の手応えを感じている。この

内容は基礎自治体の母子保健関係者を中心

としながらも、行政担当者、子育て支援者に

も広く活用できる部分も多くある。また父親

支援全体の理論的な枠組みや内容もあり、さ

まざまな視点からの活用が期待できる。その

一方で母子保健の専門的な用語や概念など

があり、すべての人がダイレクトに活用でき

ない部分も存在する。明確な対象者を想定し

て作成を行った中で、その対象者の活用に関

してはある程度の目的は達せられたように

感じた。しかし父親支援は母子保健領域のみ

で完結するものではなく、さまざまな領域や

現場での活動が多角的になされる中で、多く

の父親を支援することとなる。そのように考

えると、父親支援マニュアルを今後どのよう

に実践レベルに落とし込んでいくのか、また

より支援者が活用しやすいものとできるの

かの検討や取り組みが必要になる。 
 その一つは父親支援マニュアルに対する

関心をより高め、より積極的にこれらの発信

が必要であると考える。それと同時にこの父

親支援マニュアルの具体的な活用の方法を、

伝えていく人的なリソースの構築も検討し

ていくことが求められる。現在研究班の数名

のメンバーのみが、父親支援マニュアルなど

を活用した研修会やワークショップを実施

している。それらの取り組みを具現化してい

き、父親支援マニュアルにある「研修の進め

方」などに、多くの支援者を巻き込んでいき

父親支援の支援者養成を視野に入れていき

たい。 
  
2. 父親支援マニュアルから父親支援活性化

のロードマップの作成 
 父親支援マニュアル作成の最終的な目的

は、我が国における父親支援の活性化とその

枠組みの成立である。その一つのツールや手

段としてこのマニュアルは存在する。その目

的の達成のためには、父親支援が日本の多く

の自治体やさまざまな組織などにより、積極

的に行われる環境が必要となる。現在意識の

ある自治体や、一部の断端や NPO などによ

る取り組みは散見されるが、それらが全国的

そして普遍的なものとはなっていない。その

ような目指す姿を意識した場合、それらに向

けての明確なロードマップと計画が必要に

なる。 
 父親支援マニュアルはその目指すべき姿

の一つのロードマップであり、これらの活用

や取り組みが我が国の父親支援の歩みを大

きく進める可能性を秘めている。そのために

はまずはこの父親支援マニュアルの全国的

な普及と、それらに基づく計画、実践、検証

などの取り組みの数を増やしていくことが

必要となる。そのためにも父親支援マニュア

ルの有用性や現場サイドの利用実績の構築

が求められる。父親支援マニュアルを活用し

てそこから生まれる父親支援の様々な取り

組みの事例や、効果測定などを研究として取

り組み、より高いレベルでのエビデンスの構

築を今後目指していく。 
 
3. 父親支援マニュアルの今後のアップデー

トのあり方の検討 
 父親支援マニュアルは一応の完成は見た

が、これらの効果やその使い勝手などについ

てはまだ未知数のものである。その点を鑑み、

今後より使いやすく意義のあるものへと

アップデートを検討したい。その方向性は大

きく 3 点あると考える。 
(1) 実践的な具体的な事例の提示 
本マニュアルはこれまでの研究の知見に

も基づき作成をした。その中において、全国

の様々な先駆的な父親支援の取り組みや父

親支援のプログラムの内容を記載している。

しかし社会には日々新しい取り組みや、仕組

みや考え方が多く存在し、発展している。父

親を取り巻く環境が大きく変化していく中

で、父親支援の取り組みも全国では、また海

外を含めて様々に発展していると考える。同
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時に父親支援に関わる支援者の努力や鋭意

工夫なども、日進月歩の状況である。そのよ

うな最新の取り組みや先駆的な視点などを

積極的に取り入れ、社会全体で共有していき

たいと考える。 
 
(2) データの蓄積などによるエビデンス

ベースの信頼性の担保 
父親支援マニュアルの活用に関して、今年

度は試行的な取り組みを行ってきた。統一さ

れた研修プログラムや教材などが作られた

わけではない。今後はこのマニュアルの有用

性や、これらを活用した研修のプログラムな

どの枠組みの構築が求められる。それらは研

究の一環として、この父親支援マニュアルの

効果測定を行い、さらに信頼性と妥当性を明

らかにしていきたい。そして最終的に父親支

援マニュアルの活用が、自治体や様々な組織

などにおいての父親支援プログラムなどの

活性化に、どのように貢献できるかを明らか

にしたいと考える。 
 
(3) 社会的な最新の動向や父親支援の方向

性の提示 
父親支援自体の取り組み自体が近年着目

を浴びたものであり、社会全体に浸透してい

ると言い難い状況下にある。男性の育児休業

率が 40%を超える状況や、厚生労働省のイク

メンプロジェクトが終了し「共育プロジェク

ト」が始まることなど、父親を取り巻く環境

も日々変化し続けている。このような時代や

社会の変化の状況を父親支援マニュアルに

おいても敏感に察知し、その理念や内容など

においても最新の動向を意識したものとし

たい。家族や子育てを踏まえた父親支援に関

して、絶対的な正解や到達すべき数値が存在

するわけではない。「父親が育児の主体とし

て、自分の人生の Wellbeing を高める」とい

うことを大きな柱として、この父親支援の取

り組みを進めている。しかし父親一人一人に

応じて、Wellbeing の捉え方や価値観は全て

異なる。それらの多様性を前提としながらも、

時代の変化や社会の最新の動向を大切にし

た父親支援に取り組みたい。それは単なる流

行や流行り廃りにいちいち反応するという

瑣末なことではなく、父親自身の Wellbeing
の本質を変化の中で捉えるということであ

る。 
 
Ｅ．結論    

昨年度完成した父親支援マニュアルの社

会的な周知と、本マニュアルを活用した父親

支援の取り組みを行なってきた。メディアの

活用や職能団体、学会などを通じての発信を

ある程度行うことはできた。また具体的な父

親支援マニュアルを活用して、研修会なども

開催し、これらの活用について一定の成果を

上げることはできた。 
しかし父親支援マニュアルを活用した取

り組みは、まだ始まったばかりである。今後

はこれらを基にしたより確実なデータなど

を収集し、父親支援の取り組みをさらに良い

ものにしていくことが必要である。そのため

にも父親支援マニュアルが多くの組織や機

関、そして父親支援に関わる人に多く利用さ

れる環境づくりを行っていく。 
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父親支援マニュアルの作成、そして活用に

際し、さまざまな自治体、団体の協力を得た。
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３. その他 なし 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 



 

 
表 1．2025 年父親支援関係講習会等一覧 
 

 
  

日付 主催者 テーマ 方  法
時間 活動名 対  象 参加人数
5月13日 埼玉県教育局教育総務部生涯学習推進課 「多様化する社会で必要な『父親支援』」 オンライン

90分 埼玉県家庭教育アドバイザー研修会 埼玉県内の子育て支援関係者 150名

6月27日 横浜女子短期大学 父親支援を考える 対面　横浜市

90分 神奈川県保育者キャリアアップ研修　保護者支援 神奈川県内の保育関係者 300名

10月1日 千葉県習志野保健所 地域保健課 母子保健担当
父親支援を考えよう〜みんなを支える支援者
になるために〜

オンライン

120分 習志野保健所母子保健従事者研修会 習志野市内の母子保健関係者 60名

10月19日 広島こども夢財団
父親の子育ての現状と父親支援の今
~私の価値観の見直し

対面　広島市

180分 子ども・子育て支援セミナー 広島県内の子育て支援関係者 30名

11月18日 足立区江北保健センター  
対応困難な保護者への支援
（父親の困難事例も含む）

対面　足立区

90分 地域保健係江北子育てネットワーク連絡会 足立区内の母子保健関係者 30名
12月9日 枚方市役所こども未来部私立保育幼稚園課 父親支援を考える 対面　枚方市

90分 保育・子育て支援研修会 枚方市内の保育、子育て支援関係者 100名

1月15日 枚方市役所こども未来部私立保育幼稚園課 絵本を通じて父親支援を考える 対面　枚方市

90分 子育て支援研修会 市内の読み聞かせ活動の支援者 15名

3月5日 母子衛生研究会 今、求められている父親支援を考える 対面　東大阪市

60分  母子保健指導者研修会 大阪府内の母子保健関係者 300名

父親を含めた支援のあり方の研修会

絵本を活用した父親支援の研修会

母子保健関係者向けの父親支援研修会

5

6

7

8

保育施設における子育て支援研修会

4

内  容No

1

2

3

子育て支援における父親支援について

保育者のキャリアアップ研修内の保護
者支援において、父親支援の講義

母子保健領域における父親支援のあり
方

子育て支援における父親支援の取り組
みと実際のプログラム検討

4
1 
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図 1．埼玉県主催研修会 事後自由記述感想まとめ テキストマイニング 

 
 
図 2．埼玉県主催研修会 事後自由記述感想 まとめ 
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図 3．父親支援マニュアルのプレスリリース 
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表 2．父親支援マニュアル掲載一覧表（インターネットサイト関連） 
 

 
 

No 媒 体 媒体種別 掲載日 見出し
「父親の産後うつ」が炎上？　渦中の『父親支援マニュアル』に、該当ワードは“なし”　な
ぜ誤解が…？
https://www.chunichi.co.jp/article/1039967
父親「産後うつ」支援を　国の研究班が初のマニュアル公開　不慣れな育児、悩みに対応
https://www.sankei.com/article/20250315-3P5TWNK47RNVJJAKDESG26VYHE/
育児悩む父親に手引書 国の研究班、うつのリスク対応
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO87419590Y5A310C2CE0000/
父親「産後うつ」支援を　国の研究班、初の手引き
https://www.daily-tohoku.news/archives/302851
父親「産後うつ」支援を　国の研究班、初の手引き
https://news.at-s.com/article/1675059
父親の「産後うつ」サポート
https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/2267605
「産後うつ」支援　父親も必要　国の研究班がマニュアル　不慣れな育児　悩みに対応
https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/1556240
産後の「父親」を支援するマニュアルを国の研究班がつくったのはなぜ？
https://dot.asahi.com/aerakids/articles/-/258489
産後の父親支援のために―「父親支援マニュアル」を公表
https://sango-care.jp/news/news-5984/
日本初、「父親の産後うつ」を防ぐ自治体向けの父親支援マニュアル
https://womanslabo.com/news-women-250203-2
ニーズ高まる父親支援　自治体向けに初の手引き　#父親の産後うつ
https://hanasone.mainichi.jp/articles/20250610/wom/00m/401/001000c
「子どもは愛おしい、でも…」 育児と仕事のはざまで悩む父親たち
https://coki.jp/article/news/49719/#google_vignette

1 東京中日スポーツ 新聞サイト 2025.3.18.

産経新聞
ネットニュース

2 新聞サイト 2025.3.15.

3
日本経済新聞

ネットニュース
新聞サイト 2025.3.18.

4 デーリー東北 新聞サイト 2025.3.15.

5
静岡新聞

ネットニュース
新聞サイト 2025.3.15.

6
福井新聞

ネットニュース
新聞サイト 2025.3.21.

7
沖縄タイムズ

ネットニュース
新聞サイト 2025.4.2.

8 AERA Kids 出版社サイト 2025.6.20

9 日本産後ケア協会 関連団体 2025.3.11.

10 ウーマンズLABO 関連情報関係 2025.2.3.

11 ハナソネ 関連情報関係 2025.6.17.

12 coki 関連情報関係 2025.3.16.

4
6 



 

図 4. 「これからの父親支援を考えよう〜自治体での活用及び教育機関との連携を見据えて〜」資料 
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